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夢を語り、希望を語る

今、社会が大きく変動しています。いまだに新型コロナウイルス感染症が収束しない中でのロシアによるウクライナ侵

攻など、世の中全体が不安定になり、ときに子供たちの心に不安が生じます。このようなときこそ、私たち大人が、子

供たちのために、思いっきりの笑顔で、夢や希望を語ってやることが大切なのではないでしょうか。

「私の夢は、パラリンピックの選手になることです。」「そして、できたら金メダルをとりたいです。」

パラリンピック金メダリストで深谷市出身パラアスリートの村岡桃佳選手が、卒業文集（川本北小）に綴った夢です。

「夢」や「こころざし」をもつことのすばらしさ、目標を立てて努力を続けることの尊さ、そして、夢を実現させたときにわい

てくる喜びなど、不安定な社会状況下の今だからこそ、村岡選手の偉業を、親子で語り合っていただければと願って

います。

「教えるとは、ともに希望を語ること。」～深谷市教育委員会は、誰一人取り残さないという気概をもって、激動する

社会を生き抜く子供たちが、その子の花を咲かせることができるよう、学校と一体となり、全力で支援してまいります。

北京パラリンピック金メダリスト・深谷市出身パラアスリート

村岡桃佳選手 深谷市に凱旋 ～ 小中学生へ向けて「夢」を語る～

北京パラリンピック冬季大会で日本選手団の主将を務め、自らの競技

では金メダル3つ、銀メダル1つを獲得した深谷市出身の村岡桃佳選手

が4月17日(日)、深谷市に凱旋しました。

この日は市役所通りで凱旋パレードが盛大に行われましたが、その日、

村岡選手から市内小中学生へのビデオメッセージをいただきました。メッ

セージは5月～6月にかけて、「深谷の子６つの誓い」の取組の中で、各

学校の子供たちに届けられています。

子供たちは何を思い、何を感じたのでしょうか。ご家庭でも話し合ってみ

てください。
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困難・苦労・葛藤…

夢を実現させること、
そして、そのときにわいてくる思い

喜び・達成感

自らの成長、感謝、そして・・・。
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学力アップを目指して！「中学校学力向上支援員」を新たに配置

Ｒ３ 小学６年生 算数学力レベル Ｒ３ 中学１年生 数学学力レベル

※ 赤い折れ線グラフが県の学力レベル、青い棒グラフが深谷市の児童生徒の学力レベルを表しています。
※ 学力レベル：レベルが上がるほど難しい問題を解く力があります。

子供たちと様々なチャンネルでつながり、見届けていきます！
不登校の児童生徒が増加しています。その背景として、コロナ禍での生活環境の変化により、生活リズムが乱れやすい状況や、
学校生活において様々な制限がある中で、交友関係を築くことなど、登校する意欲が湧きにくい状況が考えられます。
深谷市では不登校児童生徒への多様で適切な教育機会を提供し、社会とのつながりを図るために、教育研究所内に適応指導
教室である昼間の「いきいき教室」、夜間の「いきいきナイトスクール」を開設するとともに、学校内に新たに「アプローチ教室」を整
備し、ステップを踏みながら教室復帰へとつなぎ、自立支援に努めております。

令和４年度は学校総合支援員を増員し、小学校１０校に「アプローチ教室」を拡充設置しました。

不登校の児童生徒が増加 新たな対応が始まりました！ アプローチ教室拡充

アプローチ教室の風景

令和３年度

急増！

大型提示装置の整備 Apple IDを全員に付与
小学校には60インチ液晶モニター、中学校には
プロジェクタを全教室で一新！ 表示がIDナンバーから個人名になり、課題

のやり取りや共同編集、オンラインでのコ
ミュニケーションが充実・円滑に！

データはiCloudに自動保存され、個人のス
トレージで管理しやすく、故障時でもデータ
復元可能に！

iPadは文房具！「渋沢 spirit in ふかや GIGAスクール」で新しい学びへ！！

子供たちはiPadを文房具として毎日使っています。「渋沢 spirit in ふかや GIGAスクール」３年目を迎え、令和４年度はさらに「新しい

学びの創造」を進めます。令和４年度の重点目標は、「個別最適な学びの日常化」と「協働的な学びの充実」です。一人一人が

最大限の力を発揮できる学びが日々展開されること、地域や社会とつながり、仲間と協力しながら課題を追究し、よりよい考えを生み

出すことなどに取り組んでまいります。そのための環境整備を、令和３年度末から令和４年度当初にかけて行いました。

大人がパソコンやスマホを使って生活し、仕事をしていることが普通であるように、子供たちがiPadを文房具として使うことは当たり前

のこととなってきています。ぜひ、ご家庭で新しい学びについて話に花を咲かせてください。

令和３年度学力調査の結果から、深谷市内の児童・生徒の傾向として、小中学校をとおして上位層の

子供を多くするとともに、課題を持っている低位層の子供に手厚い対応をすることが必要であることがわ

かります。特に中学校の数学では、算数から数学へと変わり、学習内容も難しくなっていく中で、生徒の

「できた」「わかった」という笑顔を増やし、自ら主体的に学ぶ児童・生徒を育成することが求められてい

ます。そこで、生徒一人一人の力を伸ばすために、「中学校学力向上支援員」を配置しました。１・２年の数学を中心にT.T

（チームティーチング）を行い、課題のある児童・生徒の学習を支援します。机間指導をしながらの見届けや問題解決のサ

ポート、助言を行うなど、一人一人の学習に寄り添い、最後までしっかりと学習を支援していきます。


